
 
 
 
 

 

アジア・オセアニアの太陽光発電システム市場をわかりやすく解説！ 
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株式会社資源総合システムは、『アジア・オセアニアにおける太陽光発電システム市場 2011

年版』を発刊いたします。 

○将来の太陽光発電市場を牽引するアジア・オセアニア主要市場での事業展開に必要となる政

策、市場、産業に関する最新の情報を網羅し、現状を概説し、今後の展望をまとめました。 

○『アジア・オセアニアにおける太陽光発電システム市場 2011年版』の内容： 

－アジア・オセアニア各国における普及施策、太陽光発電システム導入量、太陽電池生産

量、産業動向、今後の市場の展望 

－中国、韓国、台湾、インド、オーストラリア、その他アジア諸国（タイ、マレーシア、バングラデ

シュ、フィリピン）の市場動向を収載 
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中国・台湾における種類別太陽電池生産量 

 

 

中国における太陽光発電システム市場の推移（単位：MW） 

 

中国における太陽光発電システムの応用種別 

 

インドにおける応用種別
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インドにおける州政府による導入政策の例 

州名 導入目標

グジャラート ・～1,000MWの太陽エネルギー発電
・12年間 15ルピー/kWhで買取り
・13年目からは5ルピー/kWhで買取り

ラジャスタン ・Phase１：50MW導入
・Phase２：150MW導入
・20年間15.27ルピー/kWhで買取り

カルナタカ ・太陽エネルギープロジェクト80MWを計画
・14.50ルピー/kWh

タミールナドゥー ・18.45ルピー/kWh（2013年3月31日までに稼働開始、
200kW～2MW

マハラシュトラ ・17.91ルピー/kWh、2011年3月31までに電力契約が完了
し、2012年3月31日までに設置が完了
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